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船員保険における健康づくりの取組

【資料３】
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船員保険加入者の健康状況
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○船員保険被保険者の年齢階層別の推移

【データ出典：全国健康保険協会】
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○船員保険被保険者の年齢階層別有病者数と医療費

生活習慣病 年代別医療費 （被保険者のみ）
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19歳以下 20-24歳 25-29歳 30-34歳 35-39歳 40-44歳 45-49歳 50-54歳 55-59歳 60-64歳 65-69歳 70歳以上
高血圧症 脂質異常症 糖尿病 人工透析 脳疾患 虚血性心疾患 その他の生活習慣病

(百万円)

【データ出典：全国健康保険協会】

●年齢が高くなるにつれて生活習慣病に罹病し、医療費が増加する傾向にある。

●生活習慣病の医療費総額のうち、高血圧、糖尿病の医療費が総件数に比べて伸びが大きい。
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1.各医療保険者における特定健診受診者（男性）のメタボリックシンド
ローム該当者の割合
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組合健保

【データ出典：2016年度特定健康診査・特定保健指導の実施状況（厚生労働省ホームページ）】
※船員保険については40～74歳の特定健診受診者（全体）に占めるメタボリックシンドローム該当者の割合
その他の保険者については40～74歳の特定健診受診者（男性）に占めるメタボリックシンドローム該当者の割合

船員保険加入者は、他の被用者保険に比べてメタボリックリンドローム該当者の割合が高く、市町村
国保加入者と同程度の割合となっている。生活習慣病に罹病しないために生活習慣の改善が必要。
※「メタボリックシンドローム」は、単純に太っているというだけでなく「内臓脂肪症候群」とも呼ばれ、複数の病気や異常が重
なっている状態です。「内臓脂肪の蓄積」によって高血圧や糖尿病、脂質異常症などの生活習慣病の重なりが起こっていること
を示します。
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2.陸上労働者（協会けんぽ加入者）との各リスク保有率の比較

平成27年度 船員保険
健康保険

（全国平均）
船員保険

（健康保険を100とした場合）

健康保険
（全国平均を100とした場合）

メタボリックシンドロームのリスク保有率 28.4 13.9 204 100

腹囲のリスク保有率 58.0 34.3 169 100

血圧のリスク保有率 55.7 40.2 139 100

脂質のリスク保有率 39.6 27.7 143 100

喫煙者の割合（参考）※ 40.0 34.4 116 100
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（全国平均）100％

船員はメタボリックシンド
ロームリスクが陸上労働者
の約2倍

【出典】：第２期 船員保険データヘルス計画書
※対象者は35歳以上の被保険者かつ健診受診者 ※喫煙者の割合（参考）・・・問診票「喫煙」の回答が「はい」

4



Copyright © Japan Health Insurance Association. All right reserved.

3.国民全体と船員保険被保険者の喫煙率の比較

【データ出典：国民健康･栄養調査、船員保険健診結果データ】
※調査対象年齢は、国民健康･栄養調査（20歳以上の被調査者）。船員保険（35歳～74歳の被保険者）
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船員の喫煙率は、国民健康栄養調査の結果と比較して非常に高く40%台で推移している。喫煙率の減少
が重要な課題の一つである。

5



Copyright © Japan Health Insurance Association. All right reserved.

船員保険における保健・福祉事業
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【保健事業】
○第２期船員保険データヘルス計画

○健診等事業

・生活習慣病予防健診

・特定健康診査

・船員手帳健康証明書データ取得

・特定保健指導 など

【福祉事業】

○無線医療助言事業

○保養事業 など
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船員保険における保健事業
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1.生活習慣病予防健診を含む特定健診及び特定保健指導の実績

28（2016）年度 29（2017）年度 30（2018）年度
30年度KPI

受診者数 実施率 受診者数 実施率 受診者数 実施率

生活習慣病予防健診
（被保険者：40～74歳） 13,893人

（37,577） 37.0％ 13,954人
（36,940） 37.8％ 14,998人

（36,418） 41.2％ 40%以上

船員手帳健康証明書データ取
得（40～74歳）

10,633人
（37,577） 28.3％ 8,946人

（36,940） 24.2％ 9,138人
（36,418） 25.1％ 28%以上

特定健康診査
（被扶養者：40～74歳）

4,166人
（23,366） 17.8％ 4,260人

（22,628） 18.8％ 5,441人
（21,791） 25.0％ 20%以上

特定保健指
導
（被保険者）

初回面談 806人 8.2％ 1,011人 11.2％ 1,338人 14.8％ -

3か月後評価 605人 6.1％ 629人 7.0％ 762人 8.4％ 18%以上

特定保健指
導
（被扶養者）

初回面談 73人 16.2％ 80人 19.7％ 97人 18.4％ -

3か月後評価 48人 10.6％ 82人 20.1％ 96人 18.2％ 12%以上

○医療保険者は40歳以上の加入者を対象にメタボリックシンドロームに着目した特定健康診査及び特定保健指導を実施すること
が義務付けられている。

〇国が定める特定健康診査等基本方針（第3期特定健康診査等実施計画）においては、令和5年度（2023年度）までに健診実施率
65％、特定保健指導実施率30％を達成することを目標としている。この実施計画における平成30年度加入者全体の健診実施
率目標50％に対し50.8％を達成した。

※（ ）内は、当該年度末時点の年齢要件に該当する加入者数（独立行政法人等職員被保険者を除く）
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（参考資料①）
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（単位：％）○第3期特定健康診査等実施計画の実施目標
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（参考資料②）

○ 船員保険における特定健診の実施率は、全保険者に比較して低い。
○ 船員保険における特定保健指導は、全保険者と比較して対象者割合が高い一方、特定保健指導の実施率は低い。

【データ出典：2016年度特定健康診査・特定保健指導の実施状況（厚生労働省ホームページ）】
（対象者数は当該年度で毎年4月1日を基準として、その年度中に異動した者及び除外基準を満たす者を除く。）

【全保険者】
特定健診 特定保健指導の対象者 特定保健指導の終了者

対象者数 受診者数 実施率 対象者数 対象者割合 終了者数 実施率

2013年度 53,267,875 25,374,874 47.6% 4,295,816 16.9% 759,982 17.7%

2014年度 53,847,427 26,163,456 48.6% 4,403,850 16.8% 783,118 17.8%

2015年度 53,960,721 27,058,105 50.1% 4,530,158 16.7% 792,655 17.5%

2016年度 53,597,034 27,559,428 51.4% 4,690,793 17.0% 881,183 18.8%

【船員保険】
特定健診 特定保健指導の対象者 特定保健指導の終了者

対象者数 受診者数 実施率 対象者数 対象者割合 終了者数 実施率

2013年度 50,167 20,142 40.1% 6,897 34.2% 489 7.1%

2014年度 49,387 20,221 40.9% 7,605 37.6% 452 5.9%

2015年度 48,948 22,286 46.8% 8,172 35.7% 567 6.9%

2016年度 48,114 23,357 48.5% 8,552 36.6% 613 7.2%
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○健診実施状況の比較



Copyright © Japan Health Insurance Association. All right reserved.

（１）生活習慣病予防健診等実施機関の増加

（２）巡回健診の拡充

受診環境を整え利便性を高めるため、生活習慣病予防健診実施機関や地方運輸局の指定を
受け船員健康証明を行うことができる医療機関に対して、委託契約の締結を進めている。

被保険者の乗船スケジュールに合わせて漁業協同組合等を中心に健診車を使用した巡回健
診を実施。被扶養者の利便性を高めるため駅周辺等での開催を実施している。

2.健診受診率を高める取組

○生活習慣病予防健診等実施機関の契約状況

○巡回健診実施状況

11



Copyright © Japan Health Insurance Association. All right reserved.

（１）船舶所有者と協働した加入者の健康づくり

船員保険部では、船舶所有者の健康づくりに対する理解や意識を高め、船舶所有者が船員の健康増進に積極
的に取り組んでいただくきっかけとなるよう取り組みを進めている。30年度は、個社ごとに健康状態を把握
できる情報提供資料を作成し、同行する保健師等の専門職から健康づくりへのアドバイスを実施した。また、
船舶所有者による健康づくりの実態把握のため、訪問によるインタビューを実施した。

〇情報提供資料：健康経営レポート（イメージ）
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3.データヘルス計画に基づくその他の取組
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（２）船員保険禁煙プログラム

船員保険加入者は他の医療保険加入者に比べ喫煙

率が高い傾向にあることから喫煙対策を重点事項と

して掲げている。より実効性のある対策として、ス

マートフォンを活用したオンラインによる禁煙プロ

グラムを実施中。

申込者 25名

プログラム開始者 17名

禁煙成功者 12名

禁煙成功率 70.6％

※申込者の中に、乗船スケジュールの都合等で辞退となった者を含

む。

※プログラム実施期間は6か月。

〇平成30年度禁煙プログラム実施結果
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船員保険では、健診・特定保健指導のほかにも、健康に関する正しい知識、いわゆる「ヘルスリテラ

シー」を向上させることを目的に、健康情報等に関する出前健康講座を開催している。

船舶所有者や船員の方々が参加される研修会等に保健師等の専門職を講師として派遣し、生活習慣病予防、

メンタルヘルス対策など、健康づくりに資する講座内容で実施している。

（3）出前健康講座の実施

○出前健康講座実施回数

◆予防も発病もあなた次第！生活習慣病～日々の食生活改善から～

◆クイズで納得！高血圧・糖尿病・脂質異常症！等

◆管理監督者に向けたメンタルヘルスラインケア講習（メンタル不調者への対応について）

○過去に開催した講座（例）
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船員保険における福祉事業
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船員保険においては、船員保険法第111条第3項に基づく福祉事業の一環として、2病院に委託し無線

医療助言事業を実施している。

○実施機関及び要請件数

実施機関 28年度 29年度 30年度

横浜保土ヶ谷病院 726 793 741

東京高輪病院 206 187 319

合計 932 980 1,060

1.無線医療助言事業

15

※無線医療助言とは、航海中に乗組員が病気やけがをした場合、船舶内の衛生管理者等から寄せられる船内における救急
処置や患者の取扱いについて、陸上にある特定の医療機関に無線通信により患者の症状その他の情報を送信し、専門の医
師に助言を求め、医師から応急措置の助言や指示を受けること。
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旅行代理店の契約施設を利用された場合の宿泊補助

船員保険の加入者の皆さまが以下の旅行代理店の契約宿泊施設を利用される場合、事前にお手続きいただくことで、1泊3,000円

の宿泊補助が受けられます。補助を受けられるのは、年度内(4月から翌年3月まで)お１人につき４泊までです。

◎ご利用いただける旅行代理店

◎対象の宿泊施設…約7,000施設

・ＪＴＢ ※ＪＴＢ総合提携店は除きます。

・近畿日本ツーリスト

・日本旅行 ※日本旅行ｵｰｴﾑｼｰﾄﾗﾍﾞﾙは除きます。

（例）ご家族4名で4泊した場合の補助額 → 48,000円（3,000円×4泊×4名）
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船員保険保養所、総合福祉センターを利用された場合の補助

船員保険の加入者の皆さまが船員保険保養所または船員保険総合福祉センターに宿泊される場合、１泊3,000円の宿泊補助が受け
られます。また、日帰り入浴を無料で利用できます。

保養施設 名称 住所 電話番号

鳴子保養所 鳴子やすらぎ荘 宮城県大崎市鳴子温泉字星沼18-2 0229-87-2121

三崎保養所 サンポートみさき 神奈川県三浦市三崎5-3806 046-882-2900

箱根保養所 箱根嶺南荘 神奈川県足柄下郡箱根町大平台442-1 0460-82-2898

焼津保養所 やいづマリンパレス 静岡県焼津市本町1-6-3 054-629-1011

総合福祉センター みのたにグリーンスポーツホテル 兵庫県神戸市北区山田町原野1-1 078-581-6000

保養所などの代替施設を利用された場合の宿泊補助

船員保険の加入者の皆さまが船員保険保養所等の代替施設に宿泊される場合、１泊3,000円の宿泊補助が受けられます。
※ 対象施設…8施設（北海道、千葉、長野、鳥取、徳島、香川、高知、福岡）

（例）ご家族4名で4泊した場合の補助額
↓

48,000円
（3,000円×4泊×4名）

2.保養事業のご案内


